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救急統計から見られる
「予防救急」の重要性

大阪市消防局 救急部救急課

救急施策担当課長代理 林田純人



総務省消防庁の研究助成から

• 大阪市消防局

• 京都大学

• 大阪大学

• 近畿大学

• （財）消防科学総合センター

予防救急の始まり

平成20年度～平成23年度 消防防災科学技術推進制度

共同研究者

平出 敦 １） 石見 拓 １） 西内 辰也 ２）

梶野健太郎 ３） 北村 哲久 １）

入澤 太郎 ４） 酒井 智彦 ４） 西山 知佳 １）

谷川 佳世 １）

１）京都大学 ２）泉州救命センター ３）大阪警察病院
４）大阪大学医学部高度救命センター



救える命・救えない命

• 救命士や医療従事者が高度な処置を施して
も救命できない事故を分析し、減少させること
で「救命率の向上」を目指す。

そこで 救急隊の救急活動記録と

蘇生統計（ウツタイン統計）を結合し

高齢者(65歳以上）の家庭内での事故を分析



高齢者(65歳以上）の家庭内事故
 

高齢者（65歳以上）傷病者と家庭内受傷機転の推移
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家庭内受傷

高齢者事故は搬送人員とともに増加

5,893人

平成10年1月～平成19年12月（大阪市救急活動記録から）



高齢者の家庭内事故

• 家庭内溺水事故の重症以上は８８％以上

その他
（不詳等）

14,639 20,319 76 184
41.60% 57.70% 0.20% 0.50%

その他
（不詳等）

5 29 267 0
1.70% 9.60% 88.70% 0.00%

計

１０年計 301

溺水事故 軽症 中等症 重症・死亡

35,218

軽症 中等症 重症・死亡 計

１０年計

転倒事故

平成10年1月～平成19年12月（大阪市救急活動記録から）



• 高齢者の家庭内溺水の生存率は「０％」

救命できない事故の象徴

高齢者の家庭内溺水事故

CPR対象者(高齢者） 溺水(家庭内） １カ月予後（生存率）
12,268 244 0

2.0% 0.0%
１０年計

平成10年６月～平成19年12月（ウツタイン統計・大阪市救急活動記録から）



高齢者の家庭内窒息事故は

家庭内 1か月予後生存
500 72

14.4%

外因性 窒息事案
1,775 730

41.1%

高い生存率
平成10年６月～平成19年12月（ウツタイン統計・大阪市救急活動記録から）

CPR対象者 CPR対象高齢者（６５歳以上）
19,674 12,268

62.4%
１０年計



H22年 予防救急チラシ

平成22年度より
予防救急というキーワードで
各種広報を実施。

初年度は、
予算がかからないように

デザイン専門学校に出向き、
夏休みの宿題として学生に
課題を与え、
ポスターやチラシを作成した。

机上
配布



専門学校と連携

• イラストの無償提供

（Web用データ）

地域の回覧板や

ホームページなどで使用



大阪市「救急の日」ポスター（H23年）



大阪市「救急の日」ポスター（H24年）



学会地方会において
全国で初めての

日本小児外科学会が主催で
「市民公開講座」を
・大阪市消防局
・大阪市こども青少年局
・大阪市立総合医療センター
・大阪市大医学部などと

乳幼児の予防救急



産経新聞（24年9月9日）



応急手当短時間講習普及促進研究事業
（総務省消防庁 H24年）

●ボーイスカウト大阪連盟と協力し、青少年への普及を目指し

「ボジョレーに教わる救命ノート」が誕生 （平成24年4月～10月）

●ボジョレーによる「予防救急」の

普及啓発開始



ボジョレーに教わる「救命ノート」に
予防救急をアニメで紹介



119aed.jpのアクセス数（推移）

H26年6月末で354万7332件のアクセス

（1年8カ月 1カ月平均16万8921件）
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ターポリンポスター（掲示布）



予防救急のチラシや冊子を作成



予防救急カレンダー(25年）

大阪府健康医療部
保健医療室
医療対策課

と共同で作成

消防署でも
各区の医師会などと連携し
各種イベントで

「大好評」



予防救急カレンダー(26年）



メディアの活用

NHKぐるっと関西おひるまえ
家庭な事故を予防しよう！
（H23年9月5日 11:30～

NHK「おはよう関西」
ボジョレーの予防救急
（H25年1月6日6:53・7:40）



企業などの講演会へ積極参加

Ｈ24.7月から予防救急の連載



各消防署などで作成した予防救急グッズ

マグネット

うちわ

エコバック

ティッシュ
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高齢者の一般負傷

家庭内での事故

予防救急の効果（高齢者）
（平成２０年を１００として）

平成２４年度から
予防救急を新設

高齢者の家庭内事故
予防施策を開始



今後の展望
• 予防救急という概念の浸透を目指す

（応急手当普及と同時に学校教育などへ）

• 高齢者への積極的広報

(社会福祉協議会、老人クラブ連合会などと協力）

• ＨＰやメディアへの情報の配信

（素材の作成など）

• 住宅・建材などのメーカーに情報発信

（アカデミックな分析も必要）

【結語】

救急事故（家庭内事故など）を未然に防止することで住民の
安全が図られ、救急件数の抑制にもつながっていくものと考
えられる。


